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Juxtaglomerular　apParatus 　in　ag ［omerular 　tei巳
．

OS しSMIZNHo

　 OGAWA

　 レ ニ ン 顆粒を持 つ 糸球体傍細胞（juxtag［omerular
cell ，　JG 細胞） は ，硬骨魚以 上の 脊椎動物 に 見出 さ

れ て い る 。 無球腎硬骨魚に も JG 細胞が腎組 織中に

見出され．その 分布等 か ら 3 型 に 類 別 さ れ た 。 最

近，小栗 （1979 ） は タ ツ ノ オ ト シ ゴ で JG 細胞が腎

組織外 に 存在す る こ とを報告 し， JG 細胞 の 分布様

式 は 4 型 に 類別 され る に 至 っ た 。

　 タ ソ ノ オ トシ ゴ の JG 細胞 が，なぜ腎組織外に 見

出され る か を検討する た め ，タ ツ ノ オ ト シ ゴ や 他 の

無球腎硬骨魚を用 い ．動脈 血管系 の 走行 を考慮した

マ ク ロ の 形態 と，ボ ビー染色をほ ど こ した 腎組織切

片か ら ∫G 細飽 の 分布 を 観察し，両者の 関係 を 調べ

た，

　腎全体 に jG細 胞 の 分布が 見 られ る第 1型 の toad

fish の 腎で は ，腎動脈 が 腎中で 分枝 し，そ の 箇所 に

JG細胞 が 見られ る。腎 の 数 ヵ 所に 限 っ て JG 細胞 の

分布 し て い る第2 型 の キ ア ン コ ウ で は，腎動脈は 細

く腎 に走入 す る とす ぐ分技 しそ こ に JG 細胞 が 認め

られ る他，輸尿管動脈 の 分枝が腎の 後端 よ り入 り，
こ

の 動脈壁に JG 細胞が 密 に 存在 して い る。腎 の
一

カ

所 に 限 っ て JG 細胞 の あ る第 3 型 の ハ ナ オ コ ゼ 類 で

は ，腎動脈 は 発達せ ず．腎 の 後端よ り走入 した 輸尿

管動脈 の
一一・

部 が す ぐに 分枝 し JG 細胞 の 分化 した 集

魂 を 形成す る。腎外 に JG 細 胞群 の 見られ る第4 型

の タ ツ ノ オ トシ ゴ で は ，動脈 は 腎外で 分枝 し腎に は

走入せ ず，JG 細胞 もその 部位に と ど ま る 。

　海産硬骨魚で の 無球腎の 発達 は ，腎動脈 の 退化と

関係 し，ひ い て は JG細胞 の 分布等とも 関係 して ．

遂 に タ ツ ノ オ トシ ゴ で 見 られ る よ うに JG 細 胞 が 腎

外 に 存在す る結果と な る。した が っ て JG 細胞 の 分

布等式の 4 型 は ，無球腎の 発達過 程 を も示す もの と

考
「
え られ る。

ウナ ギの 飲水誘起機構，特 に 水と電解質の バラ ン ス

に着目 して
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　 本研 究 は ウ ナ ギを 用い て 飲水 誘起機構を調べ ，複

雜な陸上動物 の 機構 を解析し よ うとす る，比較生理

学的な試 み の
一

環 で あ る 。 ウ ナ ギ を 脱 血 す る と血 中

Na 濃度が一
時的 に 上昇 し，そ の 後次第 に 元の レ ベ

ル に 戻 っ て ゆ く。 脱 血後血 漿量 は 鰓か らの 水 の 吸 収

に よ り次第に 増 加 す る が，脱 血前の 量 に は 戻 らな

い ．飲水は 75％ の 個体 で起 こ り，脱 血後約 1時間 を

経 て か ら開 始 され る。Na 濃度 の 上 昇 と 血液量 の 減

少の 両方が み られ る脱血 後 1時間以内に 飲水が起 こ

らない の は，未知の 因子に よ り抑制 され た た め と考

え ら れ る。そ の 後 の 飲水 は，血 液量 の 減少が 主因 で

あろ う。

　 lO％．X’aCL を 1時間連続注入 （O．48ml ） して も，
Na 濃度 は 余 り上昇 しな い 。こ れは 螺 か ら水 が 入 る

た め で，注 入 終了時に は 血漿量 が 1．75倍に達す る 。

注 入 終了 に 伴 い 血漿量 と Na 濃度 が 共に 減 少す る

が ，元 の レ ベ ル に は 戻 らな い 。 飲水 は 44％の 個体 で

み られ，注入 開始後約 1．5時 間経て か ら起 こ る 。 こ

の 飲水 は 浸透 圧 の 上 昇が 主 因 で あろ う。

　海水 に 移す と約L5 時間後 に 100％ の 個体 で 盛 ん な

飲 水 を み る。飲 ん だ海水を 胃に 戻 さ な い 場 合，海水

に 移 した 後
一

時的 に Na 湲度 が 上昇す るが ，4 時間

後に 元 の レ ベ ル に 戻 り，そ の 後再び直線的に 上 昇 し

て ゆ く。 血 漿量 は 直線的に 減少す る 。飲 ん だ 海水を
］Xs

に 薄 め 胃に 戻 した 場合，Na 濃度 の 上昇は 大 きく，

血漿量 は 変化 しな い 。しか し，ヘ マ ト タ リ ッ トが 滅

少す るの で 血 液量 全体 と し て は 減少す る。海水に 移

した 後に 起 こ る盛 ん な飲水は ， 浸透圧 の 上 昇 と血 液

量 の 減少 の 相 加作用 と 考え られ る 。

　以上 の 結果 よ り，ウ ナ ギ は 飲 水 以 外に 鑼 か ら水 を

摂取す る た め，後者を遮断 して 解析す る 必 要 が あ

る。
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